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この度は，Postdoctoral Awardという名誉ある賞
を賜りましたことを誠に光栄に思うとともに今後
も本賞を励みに研究と臨床業務に邁進していきた
い．本稿では，自身の学位研究に取り組んだきっ
かけと研究内容について概説する．

研究のきっかけ
私は学部生の際に臨床現場に近い研究に挑戦し

たいと思い，慶應義塾大学病院薬剤部と連携した
AIホスピタルを研究テーマとした．AIホスピタ
ルは，内閣府の戦略的イノベーション創造プログ
ラム「AI（人工知能）ホスピタルによる高度診断・
治療システム」に基づいた取り組みである．その
中で，私は医薬品の適応症・禁忌をモニタリング
するシステムの性能評価に取り組んだ．そのシス
テムは試験的に開発されたものであり，実用化に
は至らなかったものの，その研究を通して，今後
は臨床現場においても AIを活用していくことが
求められると直感した．そこで，自身が臨床現場
と AIをつなぐ役割を担いたいと考え，大学院へ
進学した．大学院では，当研究室にて行われた先
行研究 1）に機械学習手法を取り入れた研究テーマ
に携わることとなった．

研究背景
自然言語とはプログラミング言語と対照的に私

たちが日常で使用する言語を指す．自然言語の

データは構造化されておらず，そのままではコン
ピュータによる解析ができないため，自然言語処
理技術を用いて解析する必要がある．近年は生成
AIの登場により，自然言語処理技術の性能が飛躍
的に向上しており関心が高まりつつあるが，依然
として発展途上にある．
本研究では自然言語処理技術の中でも固有表現
認識という技術を用いて医療テキストから疾患名
や症状といった情報を収集した．本研究を始めた
当初，患者の主観的情報を分析対象とした機械学
習の研究は英文や特定の患者層を対象とした研究
に限られていた．その中で，和文テキストを対象と
し，特定の症状に限定されない汎用性のある機械
学習ベースのシステム構築に取り組むこととした．
患者の主観的情報が含まれる情報源として患者

の闘病ブログや SOAP形式で記載された医療記録
の主観的情報が挙げられる．医療従事者の中でも，
薬剤師は薬学的観点から患者指導を行うため，薬
剤師記録に有害事象情報が豊富に含まれる．また，
主観的な症状は患者が第一に気づくため，S情報
を分析対象とした有害事象モニタリングの有用性
も期待される．こうした背景から薬剤師記録に含
まれる患者の主観的情報を分析対象としたシステ
ムの実現を着想した．

研究成果の概要
本研究は既存システムの活用可能性の検討と，
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新規システムの構築および性能向上から構成され
る．まず既存システムの活用可能性の検討として，
医師記録を学習済みの既存システムを薬剤師記録
に適用できるか性能評価を行った．さらに，既存
システムを有害事象モニタリングへ応用できるか
調査した．この取り組みを通して既存システムを
薬剤師記録の主観的情報に用いるには課題がある
ことが明らかとなったため，薬剤師記録の主観的
情報を教師データとした新規システムの構築に取
り組んだ．またシステムの性能向上のために，学
習量増加と教師データとする記録の質の二点から
検討を行った．
以降，新規システムの学習量増加に伴う性能向

上について紹介する．2）

教師データとして，2018年度の慶應義塾大学
病院の薬剤管理指導記録に含まれる主観的情報
6,559症例，12,004件を用いた．データを前処理し，
疾患名・症状にアノテーション（正解情報の付与）
を行い，正解情報付きのデータを作成した．デー
タを 10分割し，10段階にわけて学習量を増やし
ながら学習に用いた．各学習量について，10分
割交差検証法により，主要な機械学習モデルの 1

つである bidirectional encoder representations from 

transformers-conditional random fieldを学習させ，
性能を評価した．1,200件から 12,004件の学習量
増量により，F1-scoreは 0.67から 0.82へと上昇
した．学習量の増加とともに，性能向上の幅は小
さくなったものの，大量のデータを学習させるこ
とにより，高性能な自然言語処理システムを構築
することができた．

今後の展望
本研究においては，臨床情報の収集と限定的な

有害事象モニタリングに終始したが，今後は収集

した情報を構造化する技術とその情報をもとにモ
ニタリングを行う仕組みづくりが必要である．本
研究において生成 AIは用いられていないが，生
成 AIを活用して機能の拡張やシステムの性能評
価を行うことで，早期に本モニタリング機構の実
現が期待される．
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